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(57)【要約】
【課題】液晶層厚さが異なるサブ画素を含む構成でオー
バードライブ処理を行っても、画像にむらが発生するの
を防止して、画像品質の低下を抑制する。
【解決手段】第１液晶層厚さＤｒを持つ第１サブ画素と
、第１液晶層厚さより小さい第２液晶層厚さＤｂを持つ
第２サブ画素と、を含む画素を有する液晶パネルと、第
１、第２サブ画素の第１、第２駆動輝度を決定する駆動
輝度決定部２１２、２１４と、決定された第１、第２駆
動輝度に向けて第１、第２サブ画素を駆動する駆動部２
２０と、を備え、駆動輝度決定部２１２、２１４は、第
１目標輝度と第２目標輝度とが等しいときは、第１目標
輝度と第１駆動輝度との間の第１差分値に比べて、第２
目標輝度と第２駆動輝度との間の第２差分値が小さくな
るように、第１駆動輝度と第２駆動輝度とを決定する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される画像信号に基づく画像を表示する表示装置であって、
　第１液晶層厚さを持つ第１サブ画素と、前記第１液晶層厚さより小さい第２液晶層厚さ
を持つ第２サブ画素と、を含む画素を有する液晶パネルと、
　前記第１サブ画素をオーバードライブ処理するべく前記画像信号が前記第１サブ画素に
対して規定する第１目標輝度と異なる第１駆動輝度を決定し、前記第２サブ画素をオーバ
ードライブ処理するべく前記画像信号が前記第２サブ画素に対して規定する第２目標輝度
と異なる第２駆動輝度を決定する駆動輝度決定部と、
　前記駆動輝度決定部により決定された前記第１駆動輝度に向けて前記第１サブ画素を駆
動し、前記駆動輝度決定部により決定された前記第２駆動輝度に向けて前記第２サブ画素
を駆動する駆動部と、
を備え、
　前記駆動輝度決定部は、前記第１目標輝度と前記第２目標輝度とが等しいときは、前記
第１目標輝度と前記第１駆動輝度との間の第１差分値に比べて、前記第２目標輝度と前記
第２駆動輝度との間の第２差分値が小さくなるように、前記第１駆動輝度と前記第２駆動
輝度とを決定することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１サブ画素と前記第２サブ画素とは、互いに異なる色を表示することを特徴とす
る請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記画素は、前記第１サブ画素として赤色を表示する赤色サブ画素を含み、前記第２サ
ブ画素として青色を表示する青色サブ画素を含み、かつ、前記第２液晶層厚さより大きい
第３液晶層厚さを持ち緑色を表示する緑色サブ画素を含み、
　前記駆動輝度決定部は、前記緑色サブ画素をオーバードライブ処理するべく前記画像信
号が前記緑色サブ画素に対して規定する第３目標輝度と異なる第３駆動輝度を決定し、
　前記駆動部は、さらに、前記駆動輝度決定部により決定された前記第３駆動輝度に向け
て前記緑色サブ画素を駆動し、
　前記駆動輝度決定部は、前記第３目標輝度と前記第２目標輝度とが等しいときは、前記
第３目標輝度と前記第３駆動輝度との間の第３差分値に比べて、前記第２目標輝度と前記
第２駆動輝度との間の前記第２差分値が小さくなるように、前記第３駆動輝度と前記第２
駆動輝度とを決定することを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１サブ画素の前記第１液晶層厚さを表すデータが記憶されている記憶部をさらに
備え、
　前記液晶パネルの表示面は、第１領域および前記第１領域と異なる第２領域を有し、
　前記画素は、前記液晶パネルの前記表示面の前記第１領域に配置される第１画素と、前
記液晶パネルの前記表示面の前記第２領域に配置される第２画素とを含み、
　前記記憶部には、前記第１画素に含まれる前記第１サブ画素の前記第１液晶層厚さを表
す第１データが前記第１領域と対応付けて記憶され、前記第２画素に含まれる前記第１サ
ブ画素の前記第１液晶層厚さを表し前記第１データと異なる第２データが前記第２領域と
対応付けて記憶され、
　前記駆動輝度決定部は、前記第１領域と対応付けて前記記憶部に記憶されている前記第
１データに基づき、前記第１領域に配置されている前記第１サブ画素の前記第１駆動輝度
を決定し、前記第２領域と対応付けて前記記憶部に記憶されている前記第２データに基づ
き、前記第２領域に配置されている前記第１サブ画素の前記第１駆動輝度を決定すること
を特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記画像信号は、現フレーム画像を表示するための現フレーム画像信号と、前記現フレ
ーム画像の１つ前に表示される前フレーム画像を表示するための前フレーム画像信号と、
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を含み、
　前記液晶パネルは、前記前フレーム画像の後で前記現フレーム画像を表示することを特
徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記駆動輝度決定部は、前記現フレーム画像信号が前記第１サブ画素に対して規定する
現目標輝度と前記前フレーム画像信号が前記第１サブ画素に対して規定する前目標輝度と
の差をさらに用いて、前記第１駆動輝度を決定し、前記現フレーム画像信号が前記第２サ
ブ画素に対して規定する現目標輝度と前記前フレーム画像信号が前記第２サブ画素に対し
て規定する前目標輝度との差をさらに用いて、前記第２駆動輝度を決定することを特徴と
する請求項５記載の表示装置。
【請求項７】
　前記画像信号は、左眼で視聴されるように作成された左眼用フレーム画像を表示するた
めの左眼用フレーム画像信号と、右眼で視聴されるように作成された右眼用フレーム画像
を表示するための右眼用フレーム画像信号と、を含み、
　前記液晶パネルは、前記左眼用フレーム画像と前記右眼用フレーム画像とを、時間的に
交互に切り換えて、立体的に知覚される画像を表示することを特徴とする請求項１乃至６
のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　入力される画像信号に基づく画像を表示する表示装置であって、
　第１領域および前記第１領域と異なる第２領域を有する表示面と、所定の液晶層厚さを
持つ第１サブ画素を含み、前記表示面の前記第１領域に配置される第１画素と、所定の液
晶層厚さを持つ第２サブ画素を含み、前記表示面の前記第２領域に配置される第２画素と
、を有する液晶パネルと、
　前記第１サブ画素の前記液晶層厚さを表す第１データが前記第１領域と対応付けて記憶
され、前記第２サブ画素の前記液晶層厚さを表し前記第１データと異なる第２データが前
記第２領域と対応付けて記憶されている記憶部と、
　前記第１サブ画素をオーバードライブ処理するべく前記画像信号が前記第１サブ画素に
対して規定する第１目標輝度と異なる第１駆動輝度を決定し、前記第２サブ画素をオーバ
ードライブ処理するべく前記画像信号が前記第２サブ画素に対して規定する第２目標輝度
と異なる第２駆動輝度を決定する駆動輝度決定部と、
　前記駆動輝度決定部により決定された前記第１駆動輝度に向けて前記第１サブ画素を駆
動し、前記駆動輝度決定部により決定された前記第２駆動輝度に向けて前記第２サブ画素
を駆動する駆動部と、
を備え、
　前記駆動輝度決定部は、前記第１領域と対応付けて前記記憶部に記憶されている前記第
１データと前記第１目標輝度とに基づき、前記第１サブ画素の前記第１駆動輝度を決定し
、前記第２領域と対応付けて前記記憶部に記憶されている前記第２データと前記第２目標
輝度とに基づき、前記第２サブ画素の前記第２駆動輝度を決定することを特徴とする表示
装置。
【請求項９】
　入力される画像信号に基づき、左眼で視聴されるように作成された左眼用フレーム画像
と右眼で視聴されるように作成された右眼用フレーム画像とを表示し、立体的に知覚され
る画像を提供する表示装置と、
　前記左眼用フレーム画像が視聴されるように前記左眼へ到達する光量を調整する左眼フ
ィルタと、前記右眼用フレーム画像が視聴されるように前記右眼へ到達する光量を調整す
る右眼フィルタと、を含む眼鏡装置と、を備え、
　前記表示装置は、
　第１液晶層厚さを持つ第１サブ画素と、前記第１液晶層厚さより小さい第２液晶層厚さ
を持つ第２サブ画素と、を含む画素を有し、前記左眼用フレーム画像と前記右眼用フレー
ム画像とを、時間的に交互に切り換えて表示する液晶パネルと、
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　前記第１サブ画素をオーバードライブ処理するべく前記画像信号が前記第１サブ画素に
対して規定する第１目標輝度と異なる第１駆動輝度を決定し、前記第２サブ画素をオーバ
ードライブ処理するべく前記画像信号が前記第２サブ画素に対して規定する第２目標輝度
と異なる第２駆動輝度を決定する駆動輝度決定部と、
　前記駆動輝度決定部により決定された前記第１駆動輝度に向けて前記第１サブ画素を駆
動し、前記駆動輝度決定部により決定された前記第２駆動輝度に向けて前記第２サブ画素
を駆動する駆動部と、
を備え、
　前記駆動輝度決定部は、前記第１目標輝度と前記第２目標輝度とが等しいときは、前記
第１目標輝度と前記第１駆動輝度との間の第１差分値に比べて、前記第２目標輝度と前記
第２駆動輝度との間の第２差分値が小さくなるように、前記第１駆動輝度と前記第２駆動
輝度とを決定することを特徴とする映像視聴システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像を表示する表示装置及び映像視聴システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置に用いられる液晶パネルは、電極対により駆動される各色のサブ画素を含む画
素を有する。入力される画像信号が規定する目標輝度に対応する電圧が電極対に印加され
ることで、各色のサブ画素の輝度（透過率）が制御される（例えば、特許文献１参照）。
特許文献１に記載の表示装置では、液晶層の厚さが、各色のサブ画素ごとに異なるように
構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１４９７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　サブ画素を駆動する際には、液晶の応答速度を高めるために、画像信号が規定する目標
輝度より過大または過小な駆動輝度を設定し、その駆動輝度に対応する電圧を電極対に印
加するオーバードライブ処理が汎用されている。液晶の応答速度は、液晶層の厚さの２乗
に反比例することが知られている。したがって、上記特許文献１に記載の表示装置のよう
に、液晶層の厚さが異なるサブ画素を含む構成では、各サブ画素に対して等しいレベルの
オーバードライブ値でオーバードライブ処理を行うと、各サブ画素によって達成される輝
度が異なる値となる。その結果、表示される画像に輝度むらや色むら等のむらが発生して
、画像品質が低下する。
【０００５】
　本発明は、液晶層の厚さが異なるサブ画素を含む構成でオーバードライブ処理を行って
も、画像にむらが発生するのを防止して、画像品質の低下を抑制することができる表示装
置及び映像視聴システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一の局面に係る表示装置は、入力される画像信号に基づく画像を表示する表示
装置であって、第１液晶層厚さを持つ第１サブ画素と、前記第１液晶層厚さより小さい第
２液晶層厚さを持つ第２サブ画素と、を含む画素を有する液晶パネルと、前記第１サブ画
素をオーバードライブ処理するべく前記画像信号が前記第１サブ画素に対して規定する第
１目標輝度と異なる第１駆動輝度を決定し、前記第２サブ画素をオーバードライブ処理す
るべく前記画像信号が前記第２サブ画素に対して規定する第２目標輝度と異なる第２駆動
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輝度を決定する駆動輝度決定部と、前記駆動輝度決定部により決定された前記第１駆動輝
度に向けて前記第１サブ画素を駆動し、前記駆動輝度決定部により決定された前記第２駆
動輝度に向けて前記第２サブ画素を駆動する駆動部と、を備え、前記駆動輝度決定部は、
前記第１目標輝度と前記第２目標輝度とが等しいときは、前記第１目標輝度と前記第１駆
動輝度との間の第１差分値に比べて、前記第２目標輝度と前記第２駆動輝度との間の第２
差分値が小さくなるように、前記第１駆動輝度と前記第２駆動輝度とを決定することを特
徴とする。
【０００７】
　上記構成によれば、表示装置は、入力される画像信号に基づく画像を表示する。液晶パ
ネルは、第１液晶層厚さを持つ第１サブ画素と、前記第１液晶層厚さより小さい第２液晶
層厚さを持つ第２サブ画素と、を含む画素を有する。駆動決定部は、第１サブ画素をオー
バードライブ処理するべく画像信号が第１サブ画素に対して規定する第１目標輝度と異な
る第１駆動輝度を決定し、第２サブ画素をオーバードライブ処理するべく画像信号が第２
サブ画素に対して規定する第２目標輝度と異なる第２駆動輝度を決定する。駆動部は、駆
動輝度決定部により決定された第１駆動輝度に向けて第１サブ画素を駆動する。駆動部は
、駆動輝度決定部により決定された第２駆動輝度に向けて第２サブ画素を駆動する。駆動
輝度決定部は、第１目標輝度と第２目標輝度とが等しいときは、第１目標輝度と第１駆動
輝度との間の第１差分値に比べて、第２目標輝度と第２駆動輝度との間の第２差分値が小
さくなるように、第１駆動輝度と第２駆動輝度とを決定する。
【０００８】
　したがって、第１液晶層厚さより第２液晶層厚さの方が小さいが、第１目標輝度と第２
目標輝度とが等しいときは、第１目標輝度と第１駆動輝度との間の第１差分値に比べて、
第２目標輝度と第２駆動輝度との間の第２差分値が小さくなるように、第１駆動輝度と第
２駆動輝度とを決定しているため、第１サブ画素と第２サブ画素とを、第１目標輝度また
は第１目標輝度と等しい第２目標輝度に同じように近づけることができる。その結果、画
像にむらが発生するのを防止して、画像品質の低下を抑制することができる。
【０００９】
　上記構成において、前記第１サブ画素と前記第２サブ画素とは、互いに異なる色を表示
することが好ましい。
【００１０】
　上記構成によれば、第１サブ画素と第２サブ画素とは、互いに異なる色を表示する。第
１サブ画素と第２サブ画素とを第１目標輝度または第１目標輝度と等しい第２目標輝度に
同じように近づけることができるため、画像に色むらが発生するのを防止して、画像品質
の低下を抑制することができる。
【００１１】
　上記構成において、前記画素は、前記第１サブ画素として赤色を表示する赤色サブ画素
を含み、前記第２サブ画素として青色を表示する青色サブ画素を含み、かつ、前記第２液
晶層厚さより大きい第３液晶層厚さを持ち緑色を表示する緑色サブ画素を含み、前記駆動
輝度決定部は、前記緑色サブ画素をオーバードライブ処理するべく前記画像信号が前記緑
色サブ画素に対して規定する第３目標輝度と異なる第３駆動輝度を決定し、前記駆動部は
、さらに、前記駆動輝度決定部により決定された前記第３駆動輝度に向けて前記緑色サブ
画素を駆動し、前記駆動輝度決定部は、前記第３目標輝度と前記第２目標輝度とが等しい
ときは、前記第３目標輝度と前記第３駆動輝度との間の第３差分値に比べて、前記第２目
標輝度と前記第２駆動輝度との間の前記第２差分値が小さくなるように、前記第３駆動輝
度と前記第２駆動輝度とを決定することが好ましい。
【００１２】
　上記構成によれば、画素は、第１サブ画素として赤色を表示する赤色サブ画素を含み、
第２サブ画素として青色を表示する青色サブ画素を含み、かつ、第２液晶層厚さより大き
い第３液晶層厚さを持ち緑色を表示する緑色サブ画素を含む。すなわち、青色サブ画素の
第２液晶層厚さは、赤色サブ画素の第１液晶層厚さおよび緑色サブ画素の第３液晶層厚さ
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より小さい。これは、白輝度の効率向上やコントラスト向上のためである。駆動輝度決定
部は、緑色サブ画素をオーバードライブ処理するべく画像信号が緑色サブ画素に対して規
定する第３目標輝度と異なる第３駆動輝度を決定する。駆動部は、さらに、駆動輝度決定
部により決定された第３駆動輝度に向けて緑色サブ画素を駆動する。駆動輝度決定部は、
第３目標輝度と第２目標輝度とが等しいときは、第３目標輝度と第３駆動輝度との間の第
３差分値に比べて、第２目標輝度と第２駆動輝度との間の第２差分値が小さくなるように
、第３駆動輝度と第２駆動輝度とを決定する。
【００１３】
　したがって、第３液晶層厚さより第２液晶層厚さの方が小さいが、第３目標輝度と第２
目標輝度とが等しいときは、第３目標輝度と第３駆動輝度との間の第３差分値に比べて、
第２目標輝度と第２駆動輝度との間の第２差分値が小さくなるように、第３駆動輝度と第
２駆動輝度とを決定しているため、緑色サブ画素と青色サブ画素とを、第３目標輝度また
は第３目標輝度と等しい第２目標輝度に同じように近づけることができる。その結果、画
像に色むらが発生するのを防止して、画像品質の低下を抑制することができる。
【００１４】
　上記構成において、前記第１サブ画素の前記第１液晶層厚さを表すデータが記憶されて
いる記憶部をさらに備え、前記液晶パネルの表示面は、第１領域および前記第１領域と異
なる第２領域を有し、前記画素は、前記液晶パネルの前記表示面の前記第１領域に配置さ
れる第１画素と、前記液晶パネルの前記表示面の前記第２領域に配置される第２画素とを
含み、前記記憶部には、前記第１画素に含まれる前記第１サブ画素の前記第１液晶層厚さ
を表す第１データが前記第１領域と対応付けて記憶され、前記第２画素に含まれる前記第
１サブ画素の前記第１液晶層厚さを表し前記第１データと異なる第２データが前記第２領
域と対応付けて記憶され、前記駆動輝度決定部は、前記第１領域と対応付けて前記記憶部
に記憶されている前記第１データに基づき、前記第１領域に配置されている前記第１サブ
画素の前記第１駆動輝度を決定し、前記第２領域と対応付けて前記記憶部に記憶されてい
る前記第２データに基づき、前記第２領域に配置されている前記第１サブ画素の前記第１
駆動輝度を決定することが好ましい。
【００１５】
　上記構成によれば、第１サブ画素の第１液晶層厚さを表すデータが記憶されている記憶
部をさらに備える。液晶パネルの表示面は、第１領域および第１領域と異なる第２領域を
有する。画素は、液晶パネルの表示面の第１領域に配置される第１画素と、液晶パネルの
表示面の第２領域に配置される第２画素とを含む。記憶部には、第１画素に含まれる第１
サブ画素の第１液晶層厚さを表す第１データが第１領域と対応付けて記憶され、第２画素
に含まれる第１サブ画素の第１液晶層厚さを表し第１データと異なる第２データが第２領
域と対応付けて記憶されている。駆動輝度決定部は、第１領域と対応付けて記憶部に記憶
されている第１データに基づき、第１領域に配置されている第１サブ画素の第１駆動輝度
を決定し、第２領域と対応付けて記憶部に記憶されている第２データに基づき、第２領域
に配置されている第１サブ画素の第１駆動輝度を決定する。したがって、第１液晶層厚さ
を表すデータが、第１領域では第１データで第２領域では第２データと異なっている場合
でも、第１領域に配置されている第１サブ画素の第１駆動輝度と第２領域に配置されてい
る第１サブ画素の第１駆動輝度とを、それぞれ好適に決定することができる。
【００１６】
　上記構成において、前記画像信号は、現フレーム画像を表示するための現フレーム画像
信号と、前記現フレーム画像の１つ前に表示される前フレーム画像を表示するための前フ
レーム画像信号と、を含み、前記液晶パネルは、前記前フレーム画像の後で前記現フレー
ム画像を表示することが好ましい。
【００１７】
　上記構成によれば、画像信号は、現フレーム画像を表示するための現フレーム画像信号
と、現フレーム画像の１つ前に表示される前フレーム画像を表示するための前フレーム画
像信号と、を含む。液晶パネルは、前フレーム画像の後で現フレーム画像を表示する。し
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たがって、前フレーム画像と現フレーム画像とを好適に表示することができる。
【００１８】
　上記構成において、前記駆動輝度決定部は、前記現フレーム画像信号が前記第１サブ画
素に対して規定する現目標輝度と前記前フレーム画像信号が前記第１サブ画素に対して規
定する前目標輝度との差をさらに用いて、前記第１駆動輝度を決定し、前記現フレーム画
像信号が前記第２サブ画素に対して規定する現目標輝度と前記前フレーム画像信号が前記
第２サブ画素に対して規定する前目標輝度との差をさらに用いて、前記第２駆動輝度を決
定することが好ましい。
【００１９】
　上記構成によれば、駆動輝度決定部は、現フレーム画像信号が第１サブ画素に対して規
定する現目標輝度と前フレーム画像信号が第１サブ画素に対して規定する前目標輝度との
差をさらに用いて、第１駆動輝度を決定する。駆動輝度決定部は、現フレーム画像信号が
第２サブ画素に対して規定する現目標輝度と前フレーム画像信号が第２サブ画素に対して
規定する前目標輝度との差をさらに用いて、第２駆動輝度を決定する。したがって、現目
標輝度と前目標輝度との差に応じて、第１駆動輝度および第２駆動輝度を好適に決定する
ことができる。
【００２０】
　上記構成において、前記画像信号は、左眼で視聴されるように作成された左眼用フレー
ム画像を表示するための左眼用フレーム画像信号と、右眼で視聴されるように作成された
右眼用フレーム画像を表示するための右眼用フレーム画像信号と、を含み、前記液晶パネ
ルは、前記左眼用フレーム画像と前記右眼用フレーム画像とを、時間的に交互に切り換え
て、立体的に知覚される画像を表示することが好ましい。
【００２１】
　上記構成によれば、画像信号は、左眼で視聴されるように作成された左眼用フレーム画
像を表示するための左眼用フレーム画像信号と、右眼で視聴されるように作成された右眼
用フレーム画像を表示するための右眼用フレーム画像信号と、を含む。液晶パネルは、左
眼用フレーム画像と右眼用フレーム画像とを、時間的に交互に切り換えて、立体的に知覚
される画像を表示する。したがって、立体的に知覚される画像を好適に液晶パネルに表示
することができる。
【００２２】
　本発明の他の局面に係る表示装置は、入力される画像信号に基づく画像を表示する表示
装置であって、第１領域および前記第１領域と異なる第２領域を有する表示面と、所定の
液晶層厚さを持つ第１サブ画素を含み、前記表示面の前記第１領域に配置される第１画素
と、所定の液晶層厚さを持つ第２サブ画素を含み、前記表示面の前記第２領域に配置され
る第２画素と、を有する液晶パネルと、前記第１サブ画素の前記液晶層厚さを表す第１デ
ータが前記第１領域と対応付けて記憶され、前記第２サブ画素の前記液晶層厚さを表し前
記第１データと異なる第２データが前記第２領域と対応付けて記憶されている記憶部と、
前記第１サブ画素をオーバードライブ処理するべく前記画像信号が前記第１サブ画素に対
して規定する第１目標輝度と異なる第１駆動輝度を決定し、前記第２サブ画素をオーバー
ドライブ処理するべく前記画像信号が前記第２サブ画素に対して規定する第２目標輝度と
異なる第２駆動輝度を決定する駆動輝度決定部と、前記駆動輝度決定部により決定された
前記第１駆動輝度に向けて前記第１サブ画素を駆動し、前記駆動輝度決定部により決定さ
れた前記第２駆動輝度に向けて前記第２サブ画素を駆動する駆動部と、を備え、前記駆動
輝度決定部は、前記第１領域と対応付けて前記記憶部に記憶されている前記第１データと
前記第１目標輝度とに基づき、前記第１サブ画素の前記第１駆動輝度を決定し、前記第２
領域と対応付けて前記記憶部に記憶されている前記第２データと前記第２目標輝度とに基
づき、前記第２サブ画素の前記第２駆動輝度を決定することを特徴とする。
【００２３】
　上記構成によれば、液晶パネルは、第１領域および第１領域と異なる第２領域を有する
表示面と、所定の液晶層厚さを持つ第１サブ画素を含み、前記表示面の前記第１領域に配
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置される第１画素と、所定の液晶層厚さを持つ第２サブ画素を含み、前記表示面の前記第
２領域に配置される第２画素と、を有する。記憶部には、第１サブ画素の液晶層厚さを表
す第１データが第１領域と対応付けて記憶され、第２サブ画素の液晶層厚さを表し第１デ
ータと異なる第２データが第２領域と対応付けて記憶されている。駆動輝度決定部は、第
１サブ画素をオーバードライブ処理するべく画像信号が第１サブ画素に対して規定する第
１目標輝度と異なる第１駆動輝度を決定し、第２サブ画素をオーバードライブ処理するべ
く画像信号が第２サブ画素に対して規定する第２目標輝度と異なる第２駆動輝度を決定す
る。駆動部は、駆動輝度決定部により決定された第１駆動輝度に向けて第１サブ画素を駆
動し、駆動輝度決定部により決定された第２駆動輝度に向けて第２サブ画素を駆動する。
駆動輝度決定部は、第１領域と対応付けて記憶部に記憶されている第１データと第１目標
輝度とに基づき、第１サブ画素の第１駆動輝度を決定する。駆動輝度決定部は、第２領域
と対応付けて記憶部に記憶されている第２データと第２目標輝度とに基づき、第２サブ画
素の第２駆動輝度を決定する。したがって、第１領域に配置された第１画素に含まれる第
１サブ画素の液晶層厚さを表す第１データと、第２領域に配置された第２画素に含まれる
第２サブ画素の液晶層厚さを表す第２データとが異なっているが、第１領域に配置されて
いる第１サブ画素の第１駆動輝度と第２領域に配置されている第２サブ画素の第２駆動輝
度とを、それぞれ好適に決定することができる。
【００２４】
　本発明の他の局面に係る映像視聴システムは、入力される画像信号に基づき、左眼で視
聴されるように作成された左眼用フレーム画像と右眼で視聴されるように作成された右眼
用フレーム画像とを表示し、立体的に知覚される画像を提供する表示装置と、前記左眼用
フレーム画像が視聴されるように前記左眼へ到達する光量を調整する左眼フィルタと、前
記右眼用フレーム画像が視聴されるように前記右眼へ到達する光量を調整する右眼フィル
タと、を含む眼鏡装置と、を備え、前記表示装置は、第１液晶層厚さを持つ第１サブ画素
と、前記第１液晶層厚さより小さい第２液晶層厚さを持つ第２サブ画素と、を含む画素を
有し、前記左眼用フレーム画像と前記右眼用フレーム画像とを、時間的に交互に切り換え
て表示する液晶パネルと、前記第１サブ画素をオーバードライブ処理するべく前記画像信
号が前記第１サブ画素に対して規定する第１目標輝度と異なる第１駆動輝度を決定し、前
記第２サブ画素をオーバードライブ処理するべく前記画像信号が前記第２サブ画素に対し
て規定する第２目標輝度と異なる第２駆動輝度を決定する駆動輝度決定部と、前記駆動輝
度決定部により決定された前記第１駆動輝度に向けて前記第１サブ画素を駆動し、前記駆
動輝度決定部により決定された前記第２駆動輝度に向けて前記第２サブ画素を駆動する駆
動部と、を備え、前記駆動輝度決定部は、前記第１目標輝度と前記第２目標輝度とが等し
いときは、前記第１目標輝度と前記第１駆動輝度との間の第１差分値に比べて、前記第２
目標輝度と前記第２駆動輝度との間の第２差分値が小さくなるように、前記第１駆動輝度
と前記第２駆動輝度とを決定することを特徴とする。
【００２５】
　上記構成によれば、表示装置は、入力された画像信号に基づき、左眼で視聴されるよう
に作成された左眼用フレーム画像と右眼で視聴されるように作成された右眼用フレーム画
像とを表示する。眼鏡装置の左眼フィルタは、左眼用フレーム画像が視聴されるように左
眼へ到達する光量を調整する。眼鏡装置の右眼フィルタは、右眼用フレーム画像が視聴さ
れるように右眼へ到達する光量を調整する。液晶パネルは、左眼用フレーム画像と右眼用
フレーム画像とを、時間的に交互に切り換えて表示する。したがって、視聴者は、表示装
置が提供する画像を立体的に知覚することができる。
【００２６】
　液晶パネルは、第１液晶層厚さを持つ第１サブ画素と、前記第１液晶層厚さより小さい
第２液晶層厚さを持つ第２サブ画素と、を含む画素を有する。駆動輝度決定部は、第１サ
ブ画素をオーバードライブ処理するべく画像信号が第１サブ画素に対して規定する第１目
標輝度と異なる第１駆動輝度を決定し、第２サブ画素をオーバードライブ処理するべく画
像信号が第２サブ画素に対して規定する第２目標輝度と異なる第２駆動輝度を決定する。
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駆動部は、駆動輝度決定部により決定された第１駆動輝度に向けて第１サブ画素を駆動す
る。駆動部は、駆動輝度決定部により決定された第２駆動輝度に向けて第２サブ画素を駆
動する。駆動輝度決定部は、第１目標輝度と第２目標輝度とが等しいときは、第１目標輝
度と第１駆動輝度との間の第１差分値に比べて、第２目標輝度と第２駆動輝度との間の第
２差分値が小さくなるように、第１駆動輝度と第２駆動輝度とを決定する。
【００２７】
　したがって、第１液晶層厚さより第２液晶層厚さの方が小さいが、第１目標輝度と第２
目標輝度とが等しいときは、第１目標輝度と第１駆動輝度との間の第１差分値に比べて、
第２目標輝度と第２駆動輝度との間の第２差分値が小さくなるように、第１駆動輝度と第
２駆動輝度とを決定しているため、第１サブ画素と第２サブ画素とを、第１目標輝度また
は第１目標輝度と等しい第２目標輝度に同じように近づけることができる。その結果、画
像にむらが発生するのを防止して、画像品質の低下を抑制することができる。
【発明の効果】
【００２８】
　上述の如く、本発明に係る表示装置及び映像視聴システムは、第１サブ画素と第２サブ
画素とを好適に駆動することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】第１実施形態に係る映像視聴システム及び表示装置の構成を概略的に示すブロッ
ク図である。
【図２】図１に示される映像視聴システムを概略的に示す模式図である。
【図３】液晶パネルの一部を概略的に示す模式図である。
【図４】各色のサブ画素の構成を概略的に示す模式図で、図４（ａ）は赤色サブ画素を示
し、図４（ｂ）は緑色サブ画素を示し、図４（ｃ）は青色サブ画素を示す。
【図５】色フィルタの配列を概略的に示す模式図である。
【図６】第１実施形態に従う表示装置の映像信号処理部の機能構成を概略的に示すブロッ
ク図である。
【図７】Ｘ番目のＬフレーム画像の左眼期間における映像信号を示した映像信号処理部の
ブロック図である。
【図８】Ｘ番目のＲフレーム画像の右眼期間における映像信号を示した映像信号処理部の
ブロック図である。
【図９】オーバードライブ処理に基づく画素の輝度の変化を表す概略的なタイムチャート
である。
【図１０】第２実施形態に従う表示装置の映像信号処理部の機能構成を概略的に示すブロ
ック図である。
【図１１】第２実施形態に従う液晶パネルの一部を概略的に示す模式図である。
【図１２】上記各実施形態と異なる構成のオーバードライブ値決定部を備えた映像信号処
理部の機能構成を概略的に示すブロック図である。
【図１３】他の駆動方式におけるサブ画素の構成を概略的に示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明の一実施形態に係る表示装置及び映像視聴システムが図面を参照して説明
される。尚、以下に説明される実施形態において、同様の構成要素に対して同様の符号が
付されている。また、説明の明瞭化のため、必要に応じて、重複する説明は省略される。
図面に示される構成、配置或いは形状並びに図面に関連する記載は、単に本実施形態の原
理を容易に理解させることを目的とするものであり、本発明はこれらに何ら限定されるも
のではない。
【００３１】
　＜第１実施形態＞
　（映像視聴システムの構成）
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　図１は、第１実施形態に係る映像視聴システムの構成を概略的に示すブロック図である
。図２は、図１に示される映像視聴システムを概略的に示す模式図である。図１及び図２
を参照しつつ、映像視聴システムの概略的な構成が説明される。
【００３２】
　映像視聴システム１００は、左眼で視聴されるように作成された左眼用フレーム画像（
以下、Ｌフレーム画像と称される）と、右眼で視聴されるように作成された右眼用フレー
ム画像（以下、Ｒフレーム画像と称される）とを含むフレーム画像を表示する表示装置２
００と、表示装置２００が表示するＬフレーム画像及びＲフレーム画像の視聴を補助する
眼鏡装置３００とを備える。眼鏡装置３００は、視聴者が左眼でＬフレーム画像を視聴し
、右眼でＲフレーム画像を視聴するように、表示装置２００によるＬフレーム画像及びＲ
フレーム画像の表示に同期した立体視補助動作を行う。この結果、視聴者は、眼鏡装置３
００を通じて、表示装置２００が表示するフレーム画像（Ｌフレーム画像及びＲフレーム
画像）を立体的に知覚する（視聴者は、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像中で表現され
たオブジェクトを、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像が映し出される表示面に対して、
飛び出たように或いは引っ込んだように知覚する）。
【００３３】
　視力矯正用の眼鏡と同様の形状をなす眼鏡装置３００は、視聴者の左眼前に配設される
左眼シャッタ３１１と、視聴者の右眼前に配設される右眼シャッタ３１２とを含む光学シ
ャッタ部３１０を備える。左眼シャッタ３１１は、表示装置２００がＬフレーム画像を表
示しているときに開き、表示装置２００がＲフレーム画像を表示しているときに閉じる。
右眼シャッタ３１２は、表示装置２００がＬフレーム画像を表示しているときに閉じ、表
示装置２００がＲフレーム画像を表示しているときに開く。表示装置２００がＬフレーム
画像を表示しているときに、Ｌフレーム画像から視聴者の左眼へ透過する光路が開かれる
一方で、Ｌフレーム画像から視聴者の右眼へ透過する光路が閉じられるので、視聴者は左
眼のみでＬフレーム画像を視聴する。同様に、表示装置２００がＲフレーム画像を表示し
ているときに、Ｒフレーム画像から視聴者の右眼へ透過する光路が開かれる一方で、Ｒフ
レーム画像から視聴者の左眼へ透過する光路が閉じられるので、視聴者は右眼のみでＲフ
レーム画像を視聴する。本実施形態において、左眼シャッタ３１１は、左眼フィルタとし
て例示される。また、右眼シャッタ３１２は、右眼フィルタとして例示される。左眼フィ
ルタ及び右眼フィルタとして、表示装置２００が表示する映像から視聴者の左眼へ到達す
る光の量（以下、左眼光量と称される）及び視聴者の右眼へ到達する光の量（以下、右眼
光量と称される）を調整可能に形成された他の光学素子が用いられてもよい。例えば、左
眼フィルタ及び右眼フィルタとして、視聴者の左眼及び右眼へ透過する光を偏光する偏光
素子（例えば、液晶フィルタ）や光量を調整可能な他の光学素子が好適に用いられる。左
眼フィルタは、Ｌフレーム画像の表示に同期して、左眼光量を増大させる一方で、Ｒフレ
ーム画像の表示に同期して、左眼光量を低減させるように制御される。同様に、右眼フィ
ルタは、Ｒフレーム画像の表示に同期して、右眼光量を増大させる一方で、Ｌフレーム画
像の表示に同期して、右眼光量を低減させるように制御される。
【００３４】
　表示装置２００は、映像信号処理部２１０、液晶駆動部２２０、表示部２３０、第１制
御部２５０、第２制御部２４０を備える。
【００３５】
　映像信号処理部２１０には、基本となる垂直同期周波数を有する映像信号（左眼用映像
信号及び右眼用映像信号）が入力される。映像信号処理部２１０は、入力された左眼用映
像信号（以下、Ｌ信号と称される）と右眼用映像信号（以下、Ｒ信号と称される）とを、
基本となる垂直同期周波数のＫ倍（Ｋは自然数）の周波数で、交互に出力する。本実施形
態では、入力された６０Ｈｚの映像信号が、１２０ＨｚのＬ信号及びＲ信号に変換される
。変換を通じて得られたＬ信号及びＲ信号は、液晶駆動部２２０へ出力される。加えて、
映像信号処理部２１０は、Ｌ信号及びＲ信号の出力に同期して、第１制御部２５０に制御
信号を出力する。
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【００３６】
　表示部２３０は、バックライト２３２を備える。第１制御部２５０は、映像信号処理部
２１０からの制御信号に基づき、表示部２３０のバックライト２３２を制御する。映像信
号処理部２１０は、Ｌ信号及びＲ信号の出力に同期して、第２制御部２４０を制御するた
めの制御信号を出力する。第２制御部２４０は、映像信号処理部２１０からの制御信号に
基づき、光学シャッタ部３１０を制御する。第１制御部２５０及び／又は第２制御部２４
０へ出力される制御信号は、映像信号処理部２１０による変換後のＬ信号及び／又はＲ信
号自体であってもよい。代替的に、Ｌ信号及び／又はＲ信号の１２０Ｈｚの垂直同期信号
であってもよい。
【００３７】
　以下の説明において、Ｌ信号に含まれる一の垂直同期信号と、該一の垂直同期信号に続
いて入力される後の垂直同期信号との間の映像情報を含む映像信号は、Ｌフレーム画像信
号と称される。また、Ｒ信号に含まれる一の垂直同期信号と、該一の垂直同期信号に続い
て入力される後の垂直同期信号との間の映像情報を含む映像信号は、以下の説明において
、Ｒフレーム画像信号と称される。Ｌフレーム画像信号は、Ｌフレーム画像を表現するた
めに用いられる。同様に、Ｒフレーム画像信号は、Ｒフレーム画像を表現するために用い
られる。本実施形態において、Ｌフレーム画像信号及び／又はＲフレーム画像信号は、フ
レーム画像信号として例示される。
【００３８】
　表示部２３０は、上述のバックライト２３２に加えて、液晶を用いてＬフレーム画像と
Ｒフレーム画像とを時間的に交互に切り換えて表示する液晶パネル２３１を備える。液晶
パネル２３１は、幅方向（主走査方向）および上下方向（副走査方向）にマトリックス状
に整列された画素Ｐ（図３）を備える。バックライト２３２は、映像信号処理部２１０か
らの制御信号に基づき、液晶パネル２３１に向けて光を出射する。液晶駆動部２２０は、
主走査方向及び副走査方向にフレーム画像信号（Ｌフレーム画像信号又はＲフレーム画像
信号）を走査し、液晶パネル２３１の画素に対応する液晶を駆動する。図２に示されるよ
うに、液晶パネル２３１の幅方向は、フレーム画像信号の主走査方向として例示される。
液晶パネル２３１の上下方向は、フレーム画像信号の副走査方向として例示される。液晶
駆動部２２０は、Ｌフレーム画像信号とＲフレーム画像信号とを交互に走査する。この結
果、液晶パネル２３１にＬフレーム画像及びＲフレーム画像が時間的に交互に表示される
。
【００３９】
　映像信号処理部２１０は、１つのＬフレーム画像に対応して、Ｌ画像信号を生成して液
晶駆動部２２０へ出力する。同様に、映像信号処理部２１０は、１つのＲフレーム画像に
対応して、Ｒ画像信号を生成して液晶駆動部２２０へ出力する。
【００４０】
　液晶駆動部２２０は、Ｌ，Ｒ画像信号に含まれる垂直同期信号及び水平同期信号にした
がって、Ｌ，Ｒ画像信号を、液晶パネル２３１が表示可能な形式に変換する。液晶駆動部
２２０は、液晶パネル２３１上のフレーム画像の表示ごとに変換されたフレーム画像信号
を用いて、液晶パネル２３１の走査動作を実行する。
【００４１】
　上述の液晶駆動部２２０による液晶の駆動によって、液晶パネル２３１は、入力された
Ｌ，Ｒ画像信号に応じて、背面から入射する光を変調する。この結果、液晶パネル２３１
は、左眼で視聴されるように作成されたＬフレーム画像と、右眼で視聴されるように作成
されたＲフレーム画像とを交互に表示する。液晶パネル２３１には、例えば、ＩＰＳ（In
 Plane Switching）方式や、ＶＡ（Vertical Alignment）方式やＴＮ（Twisted Nematic
）方式といった様々な駆動方式が好適に適用される。この実施形態では、例えばＶＡ方式
が適用される。
【００４２】
　バックライト２３２は、液晶パネル２３１の背面から液晶パネル２３１の表示面に向け
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て光を照射する。本実施形態において、バックライト２３２として、面発光するように二
次元配列された複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）（図示せず）が用いられている。代替的
に、バックライト２３２として、面発光するように配列された複数の蛍光管が用いられて
もよい。バックライト２３２として用いられる発光ダイオードや蛍光管は、液晶パネル２
３１の縁部に配設され、面発光を生じさせてもよい（エッジタイプ）。
【００４３】
　第１制御部２５０は、映像信号処理部２１０から出力された１２０Ｈｚの制御信号を基
準に発光制御信号を出力する。バックライト２３２は、発光制御信号に基づき明滅可能で
ある。
【００４４】
　第２制御部２４０は、眼鏡装置３００の光学シャッタ部３１０を、Ｌフレーム画像及び
Ｒフレーム画像の表示周期に合わせて制御する。第２制御部２４０は、左眼シャッタ３１
１を制御するための左眼用のフィルタ制御部２４１（以下、Ｌフィルタ制御部２４１と称
される）と、右眼シャッタ３１２を制御するための右眼用のフィルタ制御部２４２（以下
、Ｒフィルタ制御部２４２と称される）とを備える。液晶パネル２３１がＬフレーム画像
及びＲフレーム画像を、例えば、１２０Ｈｚで交互に表示するとき、Ｌフィルタ制御部２
４１は、左眼シャッタ３１１が６０Ｈｚの周期で左眼光量を調整する（増減させる）よう
に眼鏡装置３００を制御する。同様に、Ｒフィルタ制御部２４２は、右眼シャッタ３１２
が６０Ｈｚの周期で右眼光量を調整する（増減させる）ように眼鏡装置３００を制御する
。
【００４５】
　図２に示される如く、本実施形態において、表示装置２００は、Ｌフレーム画像の表示
に同期する第１同期信号を送信する第１送信部２４３と、Ｒフレーム画像の表示に同期す
る第２同期信号を送信する第２送信部２４４とを備える。また、眼鏡装置３００は、左眼
シャッタ３１１と右眼シャッタ３１２との間に配設される受信部３２０を備える。受信部
３２０は、第１同期信号及び第２同期信号を受信する。第１同期信号の波形は、好ましく
は、第２同期信号の波形と異なる。受信部３２０は、受信された同期信号の波形に基づき
、第１同期信号と第２同期信号とを識別する。かくして、眼鏡装置３００は、第１同期信
号に基づき、左眼シャッタ３１１を動作させる。また、眼鏡装置３００は、第２同期信号
に基づき、右眼シャッタ３１２を動作させる。表示装置２００と眼鏡装置３００との間の
同期信号の無線通信並びに眼鏡装置３００による同期信号（第１同期信号及び第２同期信
号）の内部処理に対して、既知の他の通信技術並びに既知の他の信号処理技術が用いられ
てもよい。代替的に、表示装置２００と眼鏡装置３００との間の同期信号（第１同期信号
及び第２同期信号）の通信が、有線式に行われてもよい。また、左眼用映像の表示に同期
する第１同期信号を送信する第１送信部２４３と、右眼用映像の表示に同期する第２同期
信号を送信する第２送信部２４４とを共通化して１つの送信部としてもよい。この場合、
左眼用映像の表示及び右眼用映像の表示は、共通化された同期信号の立ち上がりに交互に
同期されてもよい。
【００４６】
　Ｌフィルタ制御部２４１及びＲフィルタ制御部２４２は、映像信号処理部２１０からの
制御信号を基準とし、左眼シャッタ３１１による左眼光量の増減周期の位相及び右眼シャ
ッタ３１２による右眼光量の増減周期の位相を決定する。Ｌフィルタ制御部２４１及びＲ
フィルタ制御部２４２は、決定された位相に従い、第１同期信号及び第２同期信号を出力
する。左眼シャッタ３１１及び右眼シャッタ３１２それぞれは、第１同期信号及び第２同
期信号に基づき、Ｌフレーム画像の表示及びＲフレーム画像の表示に同期して、左眼光量
及び右眼光量を増減させる。
【００４７】
　第２制御部２４０は、液晶パネル２３１の応答特性並びに表示されるＬフレーム画像と
Ｒフレーム画像との間のクロストーク（相互干渉）を考慮して、左眼シャッタ３１１及び
右眼シャッタ３１２それぞれが左眼光量及び右眼光量を増大させている期間（以下、光量
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増大期間と称される）の長さと、光量増大期間のタイミング（位相）を決定する。Ｌフィ
ルタ制御部２４１は、左眼光量に対する光量増大期間の長さ及びタイミングを制御する。
Ｒフィルタ制御部２４２は、右眼光量に対する光量増大期間の長さ及びタイミングを制御
する。
【００４８】
　映像信号処理部２１０の１２０Ｈｚの制御信号に基づき動作する第１制御部２５０は、
左眼シャッタ３１１及び右眼シャッタ３１２による光量調整の動作に同期してバックライ
ト２３２を発光させる発光制御信号を出力する。バックライト２３２は、発光制御信号に
基づき、明滅することができる。尚、本実施形態において、バックライト２３２は、第１
制御部２５０の制御下で、常時点灯している。したがって、視聴者がフレーム画像を視聴
することができる視聴期間のタイミング及び長さは、眼鏡装置３００の光学シャッタ部３
１０の動作によって定められる。
【００４９】
　代替的に、第１制御部２５０は、第２制御部２４０によって調整される光量増大期間中
の一部の期間或いは光量増大期間と略一致する期間において、バックライト２３２を点灯
させ、他の期間においてバックライト２３２を消灯させてもよい。このような第１制御部
２５０によるバックライト２３２の明滅制御下において、視聴者がフレーム画像を視聴す
ることができる視聴期間のタイミング及び長さは、バックライト２３２の明滅動作によっ
て定められる。
【００５０】
　（サブ画素の構成）
　図３は、液晶パネル２３１の一部を概略的に示す模式図である。図４は、各色のサブ画
素の構成を概略的に示す模式図である。図４（ａ）は赤色サブ画素を示し、図４（ｂ）は
緑色サブ画素を示し、図４（ｃ）は青色サブ画素を示す。図５は、色フィルタの配列を概
略的に示す模式図である。図１、図３乃至図５を用いて、第１実施形態におけるサブ画素
の構成が概略的に説明される。
【００５１】
　図３に示されるように、液晶パネル２３１は、主走査方向に延びる複数のゲート線と、
副走査方向に延びる複数のデータ線と、を含む。図３には、副走査方向に整列したゲート
線Ｌ１乃至Ｌ１６及び主走査方向に整列したデータ線Ｍ１乃至Ｍ３２が示されている。各
ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と各データ線Ｍ１乃至Ｍ３２との交点には、画素Ｐ及び画素Ｐに
対応するサブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂ（図４）がそれぞれ割り当てられる。各ゲート線Ｌ１
乃至Ｌ１６と各データ線Ｍ１乃至Ｍ３２とに印加される電圧に応じて、サブ画素の駆動量
が定められる。液晶駆動部２２０は、映像信号処理部２１０から入力されるフレーム画像
信号（Ｌフレーム画像信号及びＲフレーム画像信号）に基づいて、ゲート線Ｌ１，Ｌ２，
・・・上の画素（サブ画素）を順次駆動する走査動作を行う。つまり、液晶駆動部２２０
は、ゲート線Ｌ１，Ｌ２，・・・上の画素に順次書き込みを行う。
【００５２】
　図４に示されるように、各サブ画素は、それぞれ液晶を挟む電極対及び色フィルタを備
える。すなわち、図４（ａ）に示されるように、赤色を表示する赤色サブ画素Ｐｒは、液
晶ＬＣを挟む電極対Ｅｒ１，Ｅｒ２及び赤色フィルタＦｒを備える。距離Ｄｒは、赤色サ
ブ画素Ｐｒの電極対Ｅｒ１，Ｅｒ２に挟まれた液晶層の厚さである。図４（ｂ）に示され
るように、緑色を表示する緑色サブ画素Ｐｇは、液晶ＬＣを挟む電極対Ｅｇ１，Ｅｇ２及
び緑色フィルタＦｇを備える。距離Ｄｇは、緑色サブ画素Ｐｇの電極対Ｅｇ１，Ｅｇ２に
挟まれた液晶層の厚さである。図４（ｃ）に示されるように、青色を表示する青色サブ画
素Ｐｂは、液晶ＬＣを挟む電極対Ｅｂ１，Ｅｂ２及び青色フィルタＦｂを備える。距離Ｄ
ｂは、青色サブ画素Ｐｂの電極対Ｅｂ１，Ｅｂ２に挟まれた液晶層の厚さである。この実
施形態では、液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂの大小関係は、
Ｄｒ＝Ｄｇ＞Ｄｂ
となっている。これは、白輝度の効率向上やコントラスト向上のためである。本実施形態
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では、赤色サブ画素Ｐｒが第１サブ画素に対応し、液晶層厚さＤｒが第１液晶層厚さに対
応する。また、青色サブ画素Ｐｂが第２サブ画素に対応し、液晶層厚さＤｂが第２液晶層
厚さに対応する。また、緑色サブ画素Ｐｇが第３サブ画素に対応し、液晶層厚さＤｇが第
３液晶層厚さに対応する。
【００５３】
　図５に示されるように、各画素Ｐは、それぞれ、赤色フィルタＦｒ、緑色フィルタＦｇ
、及び青色フィルタＦｂを含む。つまり、各画素Ｐは、それぞれ、赤色サブ画素Ｐｒ、緑
色サブ画素Ｐｇ、及び青色サブ画素Ｐｂを含む。なお、図５では、色フィルタは、同一色
が縦方向に整列されたストライプ状に配列されている。代替的に、色フィルタは、同一色
が斜め方向に整列されたモザイク状に配列されてもよく、その他の配列でもよい。
【００５４】
　（映像信号処理部）
　図６は、本実施形態に従う表示装置２００の映像信号処理部２１０の機能構成を概略的
に示すブロック図である。図１及び図６を用いて、映像信号処理部２１０が説明される。
【００５５】
　映像信号処理部２１０は、ギャップ情報保持部２１１、オーバードライブ値決定部２１
２、遅延部２１３、出力部２１４を備える。
【００５６】
　ギャップ情報保持部２１１は、赤色用ＲＯＭ２１１ｒ、緑色用ＲＯＭ２１１ｇ、青色用
ＲＯＭ２１１ｂを備え、各色のサブ画素が持つ液晶層厚さに関する情報を保持する。オー
バードライブ値決定部２１２は、オーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇ、２６
１ｂ、セレクタ２６２ｒ、２６２ｇ、２６２ｂ、及び抽出部２６３ｒ、２６３ｇ、２６３
ｂを備え、各サブ画素のオーバードライブ値を決定する。遅延部２１３は、入力された映
像信号を遅延させて出力する。出力部２１４は、加算部２１４ｒ、２１４ｇ、２１４ｂを
備え、各サブ画素の駆動輝度を表す画像信号を生成して液晶駆動部２２０に出力する。
【００５７】
　ギャップ情報保持部２１１の赤色用ＲＯＭ２１１ｒは、赤色サブ画素Ｐｒの液晶層厚さ
Ｄｒを記憶している。緑色用ＲＯＭ２１１ｇは、緑色サブ画素Ｐｇの液晶層厚さＤｇを記
憶している。青色用ＲＯＭ２１１ｂは、青色サブ画素Ｐｂの液晶層厚さＤｂを記憶してい
る。ギャップ情報保持部２１１の各ＲＯＭ２１１ｒ、２１１ｇ、２１１ｂは、本実施形態
では、液晶パネル２３１の製造時の各液晶層厚さの設計値を液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂ
として記憶している。上述のように、この実施形態では、液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂの
設計値は、Ｄｒ＝Ｄｇ＞Ｄｂとなっている。
【００５８】
　オーバードライブ値決定部２１２のオーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇ、
２６１ｂは、現フレーム画像信号の目標輝度と前フレーム画像信号の目標輝度との輝度差
と、オーバードライブ値とを対応付けたテーブルである。オーバードライブ値テーブル２
６１ｒ、２６１ｇ、２６１ｂとして、それぞれ、種々の液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂ用に
複数のテーブルが予め準備されている。
【００５９】
　オーバードライブ値決定部２１２のセレクタ２６２ｒ、２６２ｇ、２６２ｂは、それぞ
れ、赤色用ＲＯＭ２１１ｒ、緑色用ＲＯＭ２１１ｇ、青色用ＲＯＭ２１１ｂに記憶されて
いる液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂに基づき、予め準備された複数のテーブルから、対応す
るオーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇ、２６１ｂを選択する。上述のように
、この実施形態では、
Ｄｒ＝Ｄｇ＞Ｄｂ
となっている。そこで、セレクタ２６２ｒ、２６２ｇ、２６２ｂにより選択されたオーバ
ードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇ、２６１ｂでは、同一の輝度差に対応付けられ
たオーバードライブ値は、オーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇに比べて、オ
ーバードライブ値テーブル２６１ｂの方が小さいレベルのオーバードライブ値を備えてい
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る。
【００６０】
　抽出部２６３ｒ、２６３ｇ、２６３ｂは、入力された映像信号と遅延部２１３により遅
延された映像信号とに基づき、オーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇ、２６１
ｂから、オーバードライブ値を抽出する。つまり、抽出部２６３ｒ、２６３ｇ、２６３ｂ
は、入力された現フレーム画像信号の目標輝度と、遅延部２１３により遅延された前フレ
ーム画像信号の目標輝度との輝度差を算出し、その輝度差に対応付けられたオーバードラ
イブ値をオーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇ、２６１ｂから抽出する。
【００６１】
　出力部２１４の加算部２１４ｒ、２１４ｇ、２１４ｂは、それぞれ、入力された現フレ
ーム画像信号の目標輝度と、抽出部２６３ｒ、２６３ｇ、２６３ｂにより抽出されたオー
バードライブ値とを加算して駆動輝度を決定し、決定した駆動輝度を表す画像信号を液晶
駆動部２２０に出力する。本実施形態において、オーバードライブ値決定部２１２及び出
力部２１４が駆動輝度決定部に対応し、液晶駆動部２２０が駆動部に対応する。
【００６２】
　（オーバードライブ処理）
　図７は、Ｘ番目のＬフレーム画像の左眼期間における映像信号、オーバードライブ値お
よび目標輝度等を示す映像信号処理部２１０のブロック図である。図８は、Ｘ番目のＲフ
レーム画像の右眼期間における映像信号、オーバードライブ値および目標輝度等を示す映
像信号処理部２１０のブロック図である。図９は、オーバードライブ処理に基づくサブ画
素の輝度の変化を表す概略的なタイムチャートである。図１、図７乃至図９を用いて、オ
ーバードライブ処理に基づくサブ画素の輝度変化が説明される。
【００６３】
　図９のセクション（Ａ）には、（Ｘ－１）番目のＲフレーム画像の表示のための右眼期
間、Ｘ番目のＬフレーム画像の表示のための左眼期間、Ｘ番目のＲフレーム画像の表示の
ための右眼期間及び（Ｘ＋１）番目のＬフレーム画像の表示のための左眼期間が示されて
いる。
【００６４】
　図９のセクション（Ｂ）には、走査動作が示される。各右眼期間の走査期間において、
液晶駆動部２２０は、映像信号処理部２１０から入力されるＲフレーム画像信号に基づい
て、走査動作を実行する。また、各左眼期間の走査期間において、液晶駆動部２２０は、
映像信号処理部２１０から入力されるＬフレーム画像信号に基づいて、走査動作を実行す
る。図３に関連して説明された如く、液晶駆動部２２０は、ゲート線Ｌ１，Ｌ２，・・・
上の画素（サブ画素）に順次書き込みを行う。
【００６５】
　図９のセクション（Ｃ）は、光学シャッタ部３１０の開閉動作を示す。左眼シャッタ３
１１は、走査動作の完了後、且つ、右眼期間が開始される前までの期間において開く。ま
た、右眼シャッタ３１２は、走査動作の完了後、且つ、左眼期間が開始される前までの期
間において開く。
【００６６】
　図９のセクション（Ｄ）は、ゲート線Ｌ１とデータ線Ｍとの交点に位置する画素に含ま
れる赤色サブ画素Ｐｒ及び緑色サブ画素Ｐｇの輝度の変化を表す。図９のセクション（Ｅ
）は、ゲート線Ｌ１とデータ線Ｍとの交点に位置する画素に含まれる青色サブ画素Ｐｂの
輝度の変化を表す。
【００６７】
　まず、図１、図７、図９を用いて、Ｘ番目のＬフレーム画像の表示のための左眼期間に
おけるサブ画素の輝度変化が説明される。図７に示されるように、Ｘ番目のＬフレーム画
像の表示のための左眼期間では、入力映像信号として、赤色Ｌフレーム画像信号ＳＬｒ（
ｘ）、緑色Ｌフレーム画像信号ＳＬｇ（ｘ）、青色Ｌフレーム画像信号ＳＬｂ（ｘ）が、
それぞれ、出力部２１４の加算部２１４ｒ、２１４ｇ、２１４ｂ、及びオーバードライブ
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値決定部２１２の抽出部２６３ｒ、２６３ｇ、２６３ｂに入力される。また、遅延部２１
３で遅延された、直前の（Ｘ－１）番目のＲフレーム画像の表示のための右眼期間に入力
された赤色Ｒフレーム画像信号ＳＲｒ（ｘ－１）、緑色Ｒフレーム画像信号ＳＲｇ（ｘ－
１）、青色Ｒフレーム画像信号ＳＲｂ（ｘ－１）が、それぞれ、オーバードライブ値決定
部２１２の抽出部２６３ｒ、２６３ｇ、２６３ｂに入力される。
【００６８】
　直前の（Ｘ－１）番目のＲフレーム画像の表示のための右眼期間に入力された赤色Ｒフ
レーム画像信号ＳＲｒ（ｘ－１）、緑色Ｒフレーム画像信号ＳＲｇ（ｘ－１）、青色Ｒフ
レーム画像信号ＳＲｂ（ｘ－１）は、それぞれ、図９のセクション（Ｄ）、（Ｅ）に示さ
れるように、赤色サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇ及び青色サブ画素Ｐｂに対して、「１
００」の目標輝度ＬＡｒ、ＬＡｇ、ＬＡｂを規定していたものとする。したがって、赤色
サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇ及び青色サブ画素Ｐｂは、セクション（Ｄ）、（Ｅ）に
示されるように、「１００」の輝度から変動を開始する。
【００６９】
　また、Ｘ番目のＬフレーム画像の表示のための左眼期間に入力された赤色Ｌフレーム画
像信号ＳＬｒ（ｘ）、緑色Ｌフレーム画像信号ＳＬｇ（ｘ）、青色Ｌフレーム画像信号Ｓ
Ｌｂ（ｘ）は、それぞれ、図９のセクション（Ｄ）、（Ｅ）に示されるように、赤色サブ
画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇ及び青色サブ画素Ｐｂに対して、「２０」の目標輝度ＬＡｒ
、ＬＡｇ、ＬＡｂを規定しているものとする。
【００７０】
　このとき、（Ｘ－１）番目のＲフレーム画像（前フレーム画像）に対するＸ番目のＬフ
レーム画像（現フレーム画像）の目標輝度ＬＡの差は、
２０－１００＝－８０
で、赤色サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇ及び青色サブ画素Ｐｂのいずれも同一値になっ
ている。
【００７１】
　抽出部２６３ｒ、２６３ｇは、セレクタ２６２ｒ、２６２ｇにより選択されたオーバー
ドライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇにおいて、目標輝度差「－８０」と対応付けられ
ているオーバードライブ値ＯＤｒ、ＯＤｇとして例えば「－１５」を抽出する。その結果
、出力部２１４の加算部２１４ｒ、２１４ｇによる加算結果は、
２０－１５＝５
となり、「５」の駆動輝度ＬＤｒ、ＬＤｇを設定する画像信号が、液晶駆動部２２０に出
力される。
【００７２】
　抽出部２６３ｂは、セレクタ２６２ｂにより選択されたオーバードライブ値テーブル２
６１ｂにおいて、目標輝度差「－８０」と対応付けられているオーバードライブ値ＯＤｂ
として例えば「－１０」を抽出する。その結果、出力部２１４の加算部２１４ｂによる加
算結果は、
２０－１０＝１０
となり、「１０」の駆動輝度ＬＤｂを設定する画像信号が、液晶駆動部２２０に出力され
る。
【００７３】
　このように、青色サブ画素Ｐｂに対する駆動輝度ＬＤｂは、赤色サブ画素Ｐｒ、緑色サ
ブ画素Ｐｇに対する駆動輝度ＬＤｒ、ＬＤｇよりも、目標輝度ＬＡに近い値に設定されて
いる。しかし、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂを駆動する電極対に挟まれた液晶層の厚さＤ
ｒ，Ｄｇ，Ｄｂは、上述のように、この実施形態では、Ｄｒ＝Ｄｇ＞Ｄｂとなっている。
このため、青色サブ画素Ｐｂの応答速度は、赤色サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇの応答
速度よりも、高くなっている。その結果、左眼期間の終端において、各サブ画素Ｐｒ，Ｐ
ｇ，Ｐｂは、「２５」の同じ輝度を達成している。つまり、液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂ
の違いに応じたレベルのオーバードライブ値を、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂに対して決
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定しているため、走査期間において同一の輝度値を達成している。
【００７４】
　なお、この達成輝度「２５」は、目標輝度「２０」に一致していない。すなわち、Ｘ番
目のＬフレーム画像（現フレーム画像）ではクロストークが残っている。しかし、（達成
輝度／目標輝度）は等しいため、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂのクロストークが色の違い
として表れることはない。
【００７５】
　次に、図１、図８、図９を用いて、Ｘ番目のＲフレーム画像の表示のための右眼期間に
おけるサブ画素の輝度変化が説明される。図８に示されるように、Ｘ番目のＲフレーム画
像の表示のための右眼期間では、入力映像信号として、赤色Ｒフレーム画像信号ＳＲｒ（
ｘ）、緑色Ｒフレーム画像信号ＳＲｇ（ｘ）、青色Ｒフレーム画像信号ＳＲｂ（ｘ）が、
それぞれ、出力部２１４の加算部２１４ｒ、２１４ｇ、２１４ｂ、及びオーバードライブ
値決定部２１２の抽出部２６３ｒ、２６３ｇ、２６３ｂに入力される。また、遅延部２１
３で遅延された、直前のＸ番目のＬフレーム画像の表示のための左眼期間に入力された赤
色Ｌフレーム画像信号ＳＬｒ（ｘ）、緑色Ｌフレーム画像信号ＳＬｇ（ｘ）、青色Ｌフレ
ーム画像信号ＳＬｂ（ｘ）が、それぞれ、オーバードライブ値決定部２１２の抽出部２６
３ｒ、２６３ｇ、２６３ｂに入力される。
【００７６】
　Ｘ番目のＲフレーム画像の表示のための右眼期間に入力された赤色Ｒフレーム画像信号
ＳＲｒ（ｘ）、緑色Ｒフレーム画像信号ＳＲｇ（ｘ）、青色Ｒフレーム画像信号ＳＲｂ（
ｘ）は、それぞれ、図９のセクション（Ｄ）、（Ｅ）に示されるように、赤色サブ画素Ｐ
ｒ、緑色サブ画素Ｐｇ及び青色サブ画素Ｐｂに対して、「６０」の目標輝度ＬＡｒ、ＬＡ
ｇ、ＬＡｂを規定しているものとする。
【００７７】
　このとき、Ｘ番目のＬフレーム画像（前フレーム画像）に対するＸ番目のＲフレーム画
像（現フレーム画像）の目標輝度ＬＡの差は、
６０－２０＝＋４０
で、赤色サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇ及び青色サブ画素Ｐｂのいずれも同一値になっ
ている。
【００７８】
　抽出部２６３ｒ、２６３ｇは、セレクタ２６２ｒ、２６２ｇにより選択されたオーバー
ドライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇにおいて、目標輝度差「＋４０」と対応付けられ
ているオーバードライブ値ＯＤｒ、ＯＤｇとして例えば「＋１０」を抽出する。その結果
、出力部２１４の加算部２１４ｒ、２１４ｇによる加算結果は、
６０＋１０＝７０
となり、「７０」の駆動輝度ＬＤｒ、ＬＤｇを設定する画像信号が、液晶駆動部２２０に
出力される。
【００７９】
　抽出部２６３ｂは、セレクタ２６２ｂにより選択されたオーバードライブ値テーブル２
６１ｂにおいて、目標輝度差「＋４０」と対応付けられているオーバードライブ値ＯＤｂ
として例えば「＋５」を抽出する。その結果、出力部２１４の加算部２１４ｂによる加算
結果は、
６０＋５＝６５
となり、「６５」の駆動輝度ＬＤｂを設定する画像信号が、液晶駆動部２２０に出力され
る。
【００８０】
　このように、直前の左眼期間と同様に、現在の右眼期間でも、青色サブ画素Ｐｂに対す
る駆動輝度ＬＤｂは、赤色サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇに対する駆動輝度ＬＤｒ、Ｌ
Ｄｇよりも、目標輝度ＬＡに近い値に設定されている。しかし、各サブ画素を駆動する電
極対に挟まれた液晶層の厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂは、上述のように、この実施形態では、Ｄ
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ｒ＝Ｄｇ＞Ｄｂとなっている。このため、青色サブ画素Ｐｂの応答速度は、赤色サブ画素
Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇの応答速度よりも、高くなっている。その結果、右眼期間の終端
において、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂは、「６０」の同じ輝度を達成している。つまり
、液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂの違いに応じたレベルのオーバードライブ値を、各サブ画
素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂに対して生成しているため、走査期間において、同一の輝度値を達成
している。
【００８１】
　図９のセクション（Ｄ）、（Ｅ）に示されるように、右眼シャッタ３１２が開き始めた
時点では、達成輝度は目標輝度「６０」に比べて多少低くなっているが、右眼期間の終端
における達成輝度は目標輝度「６０」に一致している。したがって、Ｘ番目のＲフレーム
画像では、クロストークがほぼ解消されている。
【００８２】
　なお、図９では、説明の簡単化のため、例えばＸ番目のＬフレーム画像の表示のための
左眼期間では、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂにおいて、前フレームの目標輝度（１００）
と現フレームの目標輝度（２０）とを同一値としている。そして、前フレームの目標輝度
（１００）と現フレームの目標輝度（２０）との輝度差（－８０）に基づき、サブ画素Ｐ
ｒ，Ｐｇでは駆動輝度（５）が決定され、サブ画素Ｐｂでは駆動輝度（１０）が決定され
ている。同様に、Ｘ番目のＲフレーム画像の表示のための右眼期間では、各サブ画素Ｐｒ
，Ｐｇ，Ｐｂにおいて、前フレームの目標輝度（２０）と現フレームの目標輝度（６０）
とを同一値としている。そして、前フレームの目標輝度（２０）と現フレームの目標輝度
（６０）との輝度差（＋４０）に基づき、サブ画素Ｐｒ，Ｐｇでは駆動輝度（７０）が決
定され、サブ画素Ｐｂでは駆動輝度（６５）が決定されている。
【００８３】
　このように、前フレームにおける、サブ画素Ｐｒ，Ｐｇの目標輝度とサブ画素Ｐｂの目
標輝度とが等しく、かつ、現フレームにおける、サブ画素Ｐｒ，Ｐｇの目標輝度（第１目
標輝度）とサブ画素Ｐｂの目標輝度（第２目標輝度）とが等しい場合に、サブ画素Ｐｒ，
Ｐｇの現フレームの目標輝度（第１目標輝度）と駆動輝度（第１駆動輝度）との第１差分
値（つまりオーバードライブ値）に比べて、サブ画素Ｐｂの現フレームの目標輝度（第２
目標輝度）と駆動輝度（第２駆動輝度）との第２差分値（つまりオーバードライブ値）が
小さくなるように、サブ画素Ｐｒ，Ｐｇの駆動輝度（第１駆動輝度）とサブ画素Ｐｂの駆
動輝度（第２駆動輝度）とが、それぞれ決定されている。
【００８４】
　以上説明されたように、第１実施形態では、図９に示されるように、目標輝度ＬＡより
過小又は過大な輝度が駆動輝度ＬＤに設定されてオーバードライブ処理が行われているた
め、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂの輝度をより早く目標輝度ＬＡに近づけることができる
。したがって、液晶パネル２３１のクロストークを低減することができる。
【００８５】
　また、第１実施形態では、液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，ＤｂがＤｒ＝Ｄｇ＞Ｄｂとなってお
り、目標輝度が等しいとき、青色サブ画素Ｐｂに対するオーバードライブ値は、赤色サブ
画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇに対するオーバードライブ値よりも、絶対値が小さい値とな
っている。つまり、第１実施形態では、液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂの違いに応じたレベ
ルのオーバードライブ値を、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂに対して決定している。したが
って、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂで（達成輝度／目標輝度）が等しい輝度値を達成する
ことができる。その結果、走査期間の終端においてクロストークが残っていたとしても、
各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂのクロストークが色の違いとして表れることがないという利
点がある。
【００８６】
　＜第２実施形態＞
　上記第１実施形態では、赤色サブ画素Ｐｒの液晶ＬＣを駆動する電極対Ｅｒ１，Ｅｒ２
に挟まれた液晶層の厚さＤｒ、緑色サブ画素Ｐｇの液晶ＬＣを駆動する電極対Ｅｇ１，Ｅ
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ｇ２に挟まれた液晶層の厚さＤｇ、青色サブ画素Ｐｂの液晶ＬＣを駆動する電極対Ｅｂ１
，Ｅｂ２に挟まれた液晶層の厚さＤｂの大小関係が、Ｄｒ＝Ｄｇ＞Ｄｂとなっていた。つ
まり、上記第１実施形態では、設計値として規定された液晶層の厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂが
、上記の大小関係を有している場合について説明された。
【００８７】
　これに対して、第２実施形態では、設計値としての液晶層の厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂが、
製造ばらつき等に起因して、液晶パネル２３１におけるサブ画素の配列位置によって異な
るデータを有している場合について説明される。
【００８８】
　図１０は、第２実施形態に従う表示装置２００の映像信号処理部２１０Ａの機能構成を
概略的に示すブロック図である。図１１は、第２実施形態に従う液晶パネル２３１の一部
を概略的に示す模式図である。第２実施形態の表示装置２００は、映像信号処理部２１０
に代えて、映像信号処理部２１０Ａを備える。第２実施形態では、第１実施形態と同様の
要素に対して、同様の符号が割り当てられている。以下において説明されない要素に対し
、第１実施形態に係る説明が好適に援用される。図１、図１０及び図１１を用いて、第２
実施形態におけるオーバードライブ値の決定が説明される。
【００８９】
　第２実施形態では、図１１に示されるように、液晶パネル２３１は、仮想的に複数の分
割領域に分割されている。図１１には、分割領域Ａ１乃至Ａ８が示されている。例えば分
割領域Ａ１は、ゲート線Ｌ１乃至Ｌ８及びデータ線Ｍ１乃至Ｍ８の交点に対応する領域で
あり、分割領域Ａ２は、ゲート線Ｌ１乃至Ｌ８及びデータ線Ｍ９乃至Ｍ１６の交点に対応
する領域であり、以下同様に、８本のゲート線及び８本のデータ線の交点に対応する領域
ごとに、分割領域Ａ３乃至Ａ８が設けられている。このように、第２実施形態では、図１
１に示されるように、液晶パネル２３１は、８本のゲート線及び８本のデータ線の交点に
対応する領域ごとに仮想的に分割されている。なお、第２実施形態では、８本のゲート線
及び８本のデータ線の交点に対応する領域ごとに分割されているが、分割領域の大きさは
これに限られない。代替的に、１６本のゲート線及び８本のデータ線の交点に対応する領
域ごとに分割するなど、任意の本数のゲート線及びデータ線の交点に対応する領域ごとに
分割してもよい。
【００９０】
　第２実施形態では、ギャップ情報保持部２１１は、赤色用ＲＯＭ２７１ｒ、緑色用ＲＯ
Ｍ２７１ｇ、青色用ＲＯＭ２７１ｂを備える。赤色用ＲＯＭ２７１ｒは、分割領域Ａ１，
Ａ２，・・・ごとに、液晶層厚さＤｒを表すデータとして、データＤｒ１，Ｄｒ２，・・
・を記憶している。緑色用ＲＯＭ２７１ｇは、分割領域Ａ１，Ａ２，・・・ごとに、液晶
層厚さＤｇを表すデータとして、データＤｇ１，Ｄｇ２，・・・を記憶している。青色用
ＲＯＭ２７１ｂは、分割領域Ａ１，Ａ２，・・・ごとに、液晶層厚さＤｂを表すデータと
して、データＤｂ１，Ｄｂ２，・・・を記憶している。この実施形態では、例えば、液晶
パネル２３１の製造工程において、計測器を用いてインラインで全てのサブ画素における
液晶層厚さを計測し、計測値を分割領域ごとに平均した平均値をデータＤｒ１，Ｄｇ１，
Ｄｂ１，・・・として、赤色用ＲＯＭ２７１ｒ、緑色用ＲＯＭ２７１ｇ、青色用ＲＯＭ２
７１ｂに、それぞれ記憶させている。
【００９１】
　代替的に、液晶パネル２３１の製造工程において、計測器を用いてインラインで、予め
分割領域ごとに設定された所定数のサンプルポイントのサブ画素における液晶層厚さを計
測し、計測値を分割領域ごとに平均した平均値を液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂを表すデー
タとして、各ＲＯＭ２７１ｒ、２７１ｇ、２７１ｂに記憶させるようにしてもよい。さら
に代替的に、液晶パネル２３１の製造後に、液晶層厚さを推定するようにしてもよい。す
なわち、温度や階調（輝度）などの条件を一定として分割領域ごとにサンプルポイントの
サブ画素の応答速度を測定し、その測定結果から液晶層厚さを推定し、その推定値の平均
値を分割領域ごとの液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂを表すデータとして、各ＲＯＭ２７１ｒ
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、２７１ｇ、２７１ｂに記憶させるようにしてもよい。本実施形態では、例えば、分割領
域Ａ１の赤色サブ画素Ｐｒの液晶層厚さＤｒを表すデータＤｒ１が第１データに対応し、
分割領域Ａ２の赤色サブ画素Ｐｒの液晶層厚さＤｒを表すデータＤｒ２が第２データに対
応する。
【００９２】
　赤色用ＲＯＭ２７１ｒは、入力された映像信号の例えば垂直同期信号及び水平同期信号
に基づき、映像信号の画素に対応する分割領域の液晶層厚さＤｒを表すデータＤｒ１，Ｄ
ｒ２，・・・をセレクタ２６２ｒに出力する。セレクタ２６２ｒは、赤色用ＲＯＭ２７１
ｒからの液晶層厚さＤｒを表すデータＤｒ１，Ｄｒ２，・・・に対応するオーバードライ
ブ値テーブル２６１ｒを選択し、抽出部２６３ｒに出力する。緑色用ＲＯＭ２７１ｇは、
入力された映像信号の例えば垂直同期信号及び水平同期信号に基づき、映像信号の画素に
対応する分割領域の液晶層厚さＤｇを表すデータＤｇ１，Ｄｇ２，・・・をセレクタ２６
２ｇに出力する。セレクタ２６２ｇは、緑色用ＲＯＭ２７１ｇからの液晶層厚さＤｇを表
すデータＤｒ１，Ｄｒ２，・・・に対応するオーバードライブ値テーブル２６１ｇを選択
し、抽出部２６３ｇに出力する。青色用ＲＯＭ２７１ｂは、入力された映像信号の例えば
垂直同期信号及び水平同期信号に基づき、映像信号の画素に対応する分割領域の液晶層厚
さＤｂを表すデータＤｂ１，Ｄｒｂ，・・・をセレクタ２６２ｂに出力する。セレクタ２
６２ｂは、青色用ＲＯＭ２７１ｂからの液晶層厚さＤｂを表すデータＤｂ１，Ｄｂ２，・
・・に対応するオーバードライブ値テーブル２６１ｂを選択し、抽出部２６３ｂに出力す
る。以降は、上記第１実施形態と同様に動作が行われる。本実施形態において、ギャップ
情報保持部２１１が記憶部に対応し、オーバードライブ値決定部２１２及び出力部２１４
が駆動輝度決定部に対応し、液晶駆動部２２０が駆動部に対応する。
【００９３】
　以上説明されたように、第２実施形態では、製造ばらつき等に起因する液晶層厚さＤｒ
，Ｄｇ，Ｄｂを表すデータに応じたオーバードライブ値を、分割領域ごとに、各サブ画素
Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂに対して決定している。したがって、走査期間の終端においてクロスト
ークが残っていたとしても、各サブ画素Ｐｒ，Ｐｇ，Ｐｂのクロストークを同一量とする
ことができる。これによって、第１実施形態と同様に、クロストークが色の違いとして表
れることがないという利点がある。
【００９４】
　なお、第２実施形態では、液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂの設計値が、第１実施形態と同
様に、例えばＤｒ＝Ｄｇ＞Ｄｂとなっていてもよい。代替的に、第２実施形態では、液晶
層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂの設計値は、Ｄｒ＝Ｄｇ＝Ｄｂとなっているが、製造ばらつき等
に起因して、各分割領域における液晶層厚さＤｒ，Ｄｇ，Ｄｂを表すデータが異なってい
てもよい。
【００９５】
　＜その他＞
　図１２は、上記各実施形態と異なる構成のオーバードライブ値決定部を備えた映像信号
処理部の機能構成を概略的に示すブロック図である。図１２では、第１実施形態と同様の
要素に対して、同様の符号が割り当てられている。以下において説明されない要素に対し
、第１実施形態に係る説明が好適に援用される。
【００９６】
　図１２に示されるオーバードライブ値決定部２１２Ａは、図６に示されるセレクタに代
えて関数演算部２６４ｒ、２６４ｇ、２６４ｂを備える。また、オーバードライブ値決定
部２１２Ａは、図６と異なり、それぞれ１個のオーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２
６１ｇ、２６１ｂを備える。
【００９７】
　関数演算部２６４ｒ、２６４ｇ、２６４ｂは、ギャップ情報保持部２１１の赤色用ＲＯ
Ｍ２１１ｒ、緑色用ＲＯＭ２１１ｇ、青色用ＲＯＭ２１１ｂから入力される液晶層厚さＤ
ｒ，Ｄｇ，Ｄｂに基づき、オーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇ、２６１ｂが
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持っているオーバードライブ値に所定の関数演算を行ってオーバードライブ値を変換する
。関数演算部２６４ｒ、２６４ｇ、２６４ｂは、変換されたオーバードライブ値を持つオ
ーバードライブ値テーブル２６１ｒ、２６１ｇ、２６１ｂを抽出部２６３ｒ、２６３ｇ、
２６３ｂに出力する。以降は、上記第１実施形態と同様に動作が行われる。
【００９８】
　図１２に示される形態でも上記第１実施形態と同様の効果を得ることができる。図１２
には、図６に示される上記第１実施形態において、オーバードライブ値決定部２１２に代
えてオーバードライブ値決定部２１２Ａを備えた形態が示されている。代替的に、図１０
に示される上記第２実施形態において、オーバードライブ値決定部２１２に代えてオーバ
ードライブ値決定部２１２Ａを備えてもよい。
【００９９】
　図１３は、ＩＰＳ方式におけるサブ画素の構成を概略的に示す模式図である。上記各実
施形態では、図４に示されるように、液晶パネル２３１の駆動方式としてＶＡ方式が適用
された例が説明されたが、これに限られない。代替的に、図１３に示されるＩＰＳ方式が
適用された液晶パネルでもよい。
【０１００】
　図１３に示されるサブ画素ＳＰは、ガラス基板４００，４０２を備える。ガラス基板４
００上に電極対４１０，４１２が配設され、電極対４１０，４１２を覆うように配向膜４
０４が形成されている。ガラス基板４０２の一方の面に配向膜４０６が形成され、他方の
面に偏光板４０８が設けられている。ガラス基板４００，４０２により液晶ＬＣが挟まれ
ている。電極対４１０，４１２に電圧が印加されて電界Ｅｆが形成され、液晶ＬＣが駆動
される。
【０１０１】
　このＩＰＳ方式では、液晶層厚さＤは、図１３に示されるように、配向膜４０４と配向
膜４０６で挟まれる液晶層の厚さである。図１３に示されるＩＰＳ方式の液晶パネルに対
しても、上記各実施形態が好適に適用される。
【０１０２】
　また、上記各実施形態では、左眼用映像信号及び右眼用映像信号が入力され、立体的に
知覚される映像を表示する表示装置２００としているが、これに限られない。本発明は、
通常の映像信号が入力され、平面的に知覚される映像を表示する通常の表示装置に適用す
ることができる。この表示装置は、図１に示される表示装置２００において、第２制御部
２４０を省略し、映像信号処理部２１０には、左眼用映像信号及び右眼用映像信号に代え
て、通常の映像信号が入力されるように構成すればよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０３】
　本発明は、オーバードライブ処理を好適に行うことにより、画像品質の低下を抑制する
ことが可能な表示装置及び映像視聴システムとして好適である。
【符号の説明】
【０１０４】
１００・・・・・・・・・・・・・・・・・・・映像視聴システム
２００・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示装置
２１０、２１０Ａ、２１０Ｂ・・・・・・・・・映像信号処理部
２１１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ギャップ情報保持部
２１１ｒ、２７１ｒ・・・・・・・・・・・・・赤色用ＲＯＭ
２１１ｇ、２７１ｇ・・・・・・・・・・・・・緑色用ＲＯＭ
２１１ｂ、２７１ｂ・・・・・・・・・・・・・青色用ＲＯＭ
２１２、２１２Ａ・・・・・・・・・・・・・・オーバードライブ値決定部
２１４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・出力部
２１４ｒ、２１４ｇ、２１４ｂ・・・・・・・・加算部
２６１ｒ、２６１ｇ、２６１ｂ・・・・・・・・オーバードライブ値テーブル



(22) JP 2012-189710 A 2012.10.4

10

２６２ｒ、２６２ｇ、２６２ｂ・・・・・・・・セレクタ
２６３ｒ、２６３ｇ、２６３ｂ・・・・・・・・抽出部
２２０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・液晶駆動部
２３１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・液晶パネル
３００・・・・・・・・・・・・・・・・・・・眼鏡装置
３１１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・左眼シャッタ
３１２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・右眼シャッタ
Ｄ、Ｄｒ、Ｄｇ、Ｄｂ・・・・・・・・・・・・液晶層厚さ
Ｐ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・画素
Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂ・・・・・・・・・・・・・・サブ画素
ＳＬｒ（ｘ），ＳＬｇ（ｘ），ＳＬｂ（ｘ）・・Ｌフレーム画像信号
ＳＲｒ（ｘ），ＳＲｇ（ｘ），ＳＲｂ（ｘ）・・Ｒフレーム画像信号

【図１】 【図２】
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